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　2018年 3月10日（౔）、神ಸ川大学非文字資料研

究センター（Ҏ下、センター）ओ࠵にΑる公開研究会

「絵引から見た近世の南九州」͕開͞࠵れたɻ同年2月

28日に刊行͞れた『日本近世生活絵引』南九州編の研

究੒Ռを޿く঺介す

るとと΋に、ͦの಺

༰を多֯తに࿦͡る

͜とͰ絵引研究の͞

らͳるՄೳੑを୳る

͜とを໨తとした΋

のͰ͋るɻ報告4

本 と ί メ ン τ3

本・૯合౼࿦Ͱߏ੒

͞れた研究会に͸、

沖縄・޿島・໊古԰

ͳͲԕ方からのࢀՃ

΋ؚめ、໿30໊の

དྷ場者͕͋ͬたɻ

　研究会の࢘会͸研究代ද者Ͱ͋るখ熊誠ࢯ（センター

研究員）͕務め、·ͣখ熊ࢯから開࠵झࢫのઆ໌͕͋ͬ

たɻͦの֓要͸Ҏ下の௨ΓͰ͋るɻ

　―絵引と͸、図૾を題ࡐとして、ͦ͜にඳかれた事

෺・事৅を஌るとい͏世界తにྨ例のͳい編纂方๏を௨

͡て、当時の人ʑの生活をྺ࢙学తかつຽଏ学తに೺Ѳ

しΑ͏とする研究ख๏の一つͰ͋るɻセンターͰ͸、日

本常ຽ文Խ研究ॴ͕ஂࡒ๏人Ͱ͋ͬた時代に編纂した

『絵ר෺にΑる日本常ຽ生活絵引』の研究をൃ展తにܧ

ঝす΂く、『日本近世生活絵引』の編纂をܧଓతに実ࢪし

て͖たɻ·ͣセンターのલ਎Ͱ͋る21世紀$0&ϓロά

ラϜにおいて作੒͞れた3編（東海ಓ・北海ಓ・北陸）の

੒Ռとϊウϋウを活かして、2011-13年度にԄ美・沖
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センター

縄編を編纂したɻ

͜のԄ美・沖縄

編を活༻するܗ

Ͱ、2015-16年

度に共同研究班

（計8໊）にて

編Μͩの͕南九

州編Ͱ͋るɻ題

としてऔΓ上ࡐ

͛たの͸、1815

（文Խ12）年に

島௡重߽の໋に

ΑΓḈ摩（ࣛࣇ島）ൡ͕編纂し、ͦの解આ書『Ḉൡউ景

ඦ図ߟ』とと΋にক܉徳川Ո੪にݙ上した地ࢽ『Ḉൡউ

景ඦ図』（Ҏ下、ඦ図）Ͱ͋るɻݱଘするඦ図͸ক܉に

料編࢙大学ژ東、ࡏݱ、上͞れた΋のの෭本と見られݙ

纂ॴにて国ๅ・島௡Ո文書の一෦としてॴଂ͞れているɻ

͜れ·Ͱৄࡉにݕ౼͞れた͜と͕ͳく、ൡ͕編纂した地

৭画Ͱ͋る͜とͳͲから、絵引として࠼の಺、།一のࢽ

編纂するҙٛ͸大͖いと൑அしたɻશ102景の಺、

人ʑの生活文Խ͕ൺֱత多くඳかれている29景を選୒

し、絵引編纂を௨͡て分ੳ・࡯ߟを行ͬた݁Ռ、༷ʑͳ

す΂͖࿦఺͕ුかび上͕ͬて͖たɻ౼ݕຯਂい事実΍ڵ

公開研究会Ͱ͸ͦれらをৄしく൸࿐し、「絵引から見た

近世の南九州世界」についてཧ解と議࿦をਂめたいɻ

ใࠂ
　ଓいて共同研究のメンόー4໊͕研究੒Ռに基ͮく

報告を行ͬたɻͦの֓要͸Ҏ下の௨ΓͰ͋るɻ

　報告1・富澤達三（センター٬員研究員ʗ松ށ市立ത

෺館学ܳ員）「絵引と͸Կか―ٔ画を絵引する―」

͸、ނ・ᖂ澤ܟ

三ൃ͕ࢯ案した

「絵引研究」の

ಛ௃とҙٛを঺

介し、「絵引」

を「図૾から٬

観తͳ৘報をந

出して解ੳし、

分ੳతにهड़す

るためのख๏」

とҐஔ෇けたɻ

ͦ の 上 Ͱ、

1849（ՅӬ2）年にՎ川国๕͕ඳいた「ྲྀ行神」のۋ

絵を「絵引」తख๏Ͱ読み解͖、国๕͕、೉解ͳṖ解͖

の時事త෩ࢗ画Ͱ͋る「൑͡΋の」Ͱ͸ͳく、時事໰題

を文字とٔ画Ͱ༰қに読み解け、·たݕӾ΋௨Γқい

「ٔ画΋の」とݺびಘるख๏を編み出して、࿈ଓ作඼に

ΑΓ「事݅をൢചする」͜とを実ݱしたとࢦఠしたɻ

　報告2・౉ล美ق「『Ḉൡউ景ඦ図』にΑる南九州生

活絵引」͸、『日本近世生活絵引』南九州編の作੒ܦҢ

を֓આした後、

ધٿླྀ・館ٿླྀ

΍ே઱人集落と

いͬたඦ図にお

けるҟ国ੑ（ҟ

国త要ૉ）とḈ

摩ൡのࣗҙࣝと

の関࿈をݕ౼し、

Ḉ摩ൡ͕ࣗらの

国ੑࡍのՁ஋を

ཧ解しର外తに

ௐしていた͜ڧ

とをࢦఠしたɻ

͞らに͜͏したҟ国ੑとࣗҙ͕ࣝൡ಺に͕޿Γ、生活文

Խの一෦と΋ͳͬていた͜とを、近世期にൡ外からḈ摩

を๚れた人ʑの紀行文を分ੳする͜とにΑͬて示したɻ

　報告3・上原݉ળ（センター研究ྗڠ者ʗ岡山大学໊

༪ڭत）「ࣛࣇ島ླྀٿ館について」͸、ඦ図の中֩をͳ

すࣛࣇ島城下の

図（第1-2景）

において、ͻと

͖わҟ࣭ͳ৘景

をܗ作るླྀٿの

出ઌ機関「ླྀٿ

仮԰」（1784年

ΑΓ「ླྀٿ館」）

のมભを分ੳし、

人をҟ国人ٿླྀ

として໌֬にҐ

ஔ෇けΑ͏とす

るḈ摩ൡの੓治

తҙ図を໌らかにしたɻ·たͦのഎ景として、「ླྀٿ仮

԰」͕ླྀٿ―Ḉ摩の人తަྲྀおΑびླྀٿ෺産のྲྀ௨のڌ

఺としてのੑ֨をڧめた͜とにΑΓ、ླྀٿにରするࢧ配

டং͕༳ら͙ݒ೦͕͋ͬた͜と͕ࢦఠ͞れたɻ
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　報告4・ڮ口࿱（センター研究ྗڠ者ʗ南͞つ·市ڭ

ҭ委員会ʦ๥௡ྺ࢙資料センターً௡館ʧओ査）「『再Ḥ

ா』掲載絵図に

みる近世Ḉ摩国

Ճ世田ڷ」͸、

ൡの地ࢽ編纂事

業とີ઀に関わ

ͬて作੒͞れた

Ճ世田ڷの『再

Ḥா』（19世紀

中葉੒立）から、

人ʑの生活͕͏

か͕われる場໘

を঺介し、ൡ͕

編纂した地ࢽか

ら͸͏か͕い஌る͜とのͰ͖ͳい地元ͳらͰ͸のৄࡉͳ

৘報͕੝Γࠐ·れている͜とをࢦఠしたɻ·た報告ςー

Ϛと͸ผ立てͳ͕ら、ඦ図にඳかれている๥௡（南͞つ

·市）のؠح「૒݋石」についての新たͳൃ見΋঺介͞

れたɻ͜のؠ͸江ށのු世絵ࢣՎ川޿重の「࿡े༨州໊

ॴ図会」γリーズにおいて「Ḉ摩　๥ϊӜ　ძႯ石」

（1856年վҹ）としてඳかれている͕、ڮ口ࢯ͸江ށ

の講ஊࢣҏ東ྕࣷの『ࣛࣇ島ͿΓ』（『ࣛࣇ島෩ྲྀ』）掲

載のૠ絵͕、ͦの重要ͳछ本の一つͰ͋ͬた͜とを諸絵

図の分ੳから໌らかにしたɻ

ίϝϯτ
　ଓいて3໊の研究者（಺1໊͕班メンόー）にΑる

ίメンτ͕ͳ͞れたɻ

　·ͣίメンτ1Ͱ͸、খ島摩文ࢯ（センター研究ڠ

ྗ者ʗࣛࣇ島७৺ঁࢠ大学ڭत）͕ຽଏ学のࢹ఺から、

ᖂ澤ܟ三͕ࢯͳ

ͥ「絵引研究」

のൃ案・実ࢪに

たのかにつͬࢸ

いて、時代ঢ়گ

΍ᖂ澤の生ҭ؀

、を౿·͑つつڥ

ᶃ読本にൺ΂て

ૠ絵を重ࢹする

江ށ時代のূߟ

ਵච、ᶄϐΫν

ϟー・ディΫγ

ϣφリーとい͏、

二つのՄೳੑを

൸࿐したɻ

　ίメンτ2Ͱ

͸、ߴ௡ࢯ޹

島大学๏ࣇࣛ）

文学෦ڭत）͕

文学のࢹ఺から、

ඦ図における৘

報選୒͕、「໊

উをӵΜͩࢻՎ

のऩ集」とい͏

観఺から΋行わ

れている͜とを

ఠし、ͦ͜にࢦ

「文学Խ」とい

͏όΠアス͕ڧ

くಇいていた͜

とをࢦఠしたɻ

　ίメンτ3の

୮Ӌ謙治ࢯ（ࣛ

島大学๏文学ࣇ

෦ڭत）΋同͡

く文学のࢹ఺から、ඦ図にඳかれた景৭に、ಘೳ௨ত

（1729～ 89年、ൡ࢜）・૿田௚治（1753～ 1806年、

ொ人）といͬたḈ摩の文人にΑる同時代ه࿥を૬ิいཪ

෇ける要ૉؚ͕·れている͜とをࢦఠしたɻ

૯߹౼࿦とޙࠓのల๬
　૯合౼࿦͸、引͖ଓ͖খ熊ࢯにΑる࢘会の΋と、དྷ場

者からの࣭໰に基ͮいて進められたɻ࣭໰͸「ࣛࣇ島ླྀ

館を外国人居留地とଊ͑た上Ͱ、͜͏した外国との઀ٿ

఺を࣋つ場ॴをඳく画૾としてのҙຯ͸Կか」・「ඦ図に

海からඳくߏ図͕ۃめてগͳいの͸ͳͥか」といͬたඦ

図の絵図Խのҙຯ・ҙ図を໰͏΋のから、ླྀٿ館におけ

ࣸਅ ��ɹ୮Ӌࢯ࣏ݠ

ࣸਅ �ɹߴ௡ࢯ޹
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センター

る日本人とླྀٿ人とのަྲྀ΍๵қの実ଶを໰͏΋の、·

た絵引上の֤要ૉをΠンターωッτͰ݁び෇けデータϕ

ースԽする͜との実ݱՄ൱を໰͏΋のͳͲ多ذにわたͬ

たɻ·たྺ࢙学・ຽଏ学のメンόーͰߏ੒͞れたԄ美・

沖縄編とൺֱすると、南九州編Ͱ͸公開研究会のみͰ͸

͋る΋のの文学のࢹ఺͕新たにՃ͑られた఺を重ࢹ・ධ

Ձする੠΋͋ͬたɻ

　文学のࢹ఺の重要ੑ͸զʑメンόー΋௧ײすると͜Ζ

Ͱ、すͰに2017年度ΑΓ3年間の計画Ͱ開࢝した、

南九州編に後ଓする共同研究「日本近世生活絵引―行列

から見る都市生活空間―」に͸、南九州編のメンόー8

໊にՃ͑、上هのίメンςーターߴ௡ࢯ（中国文学）・

୮Ӌࢯ（国文学）΋新たにメンόーとしてՃわͬていた

ͩいているɻ͜の共同研究Ͱ͸、1850年のḈ摩ൡओの

の֗ฒみͳށと江ࢠઅの行列の༷࢖ٿ代おΑびླྀަۈࢀ

Ͳを、江ۈށ൪中のӉ和島ൡ͕࢜ඳいた「ླྀٿ人行হ೭

図」・「ླྀٿ人ԟདྷے೐೭図」（ࣛࣇ島大学ෟଐ図書館ॴ

ଂ）をૉࡐに絵引編纂を行い、近世日本人の生活の一෦

Ͱ͋ͬた「行列おΑび行列をܴ͑る都市空間の༷૬」の

分ੳ・࡯ߟを໨ࢦす΋のͰ͋るɻࠓ回の公開研究会Ͱಘ

られた多༷ͳ஌見・࿦఺を活かしつつ、ྺ࢙学・ຽଏ学

に、新たに文学のࢹ఺とख๏΋Ճ͑、当時の人ʑの生活

にഭͬてい͖たいɻ

　ͳお຤චͳ͕ら、南九州編の作੒に͝ྗڠいたͩいた

શての方ʑ、ͳらびに公開研究会΁͝ࢀՃくͩͬ͞た

方ʑ΁、͜͜にهして஭৺ΑΓ御ྱ申し上͛たいɻ

 

 

 

 

 

 

 

『日本近世生活絵引』南九州編 正誤表 

 

     

 
頁 誤 正 
19（左段上から 7 行目） 秋派遣の船 夏派遣の船 
21（左段上から 12 行目） 魚賣の呼聲には 魚賣の呼聲は 
21（左段上から 13 行目） 市町のほとりに 市井のほとりに 
30（右段上から 4 行目） 春先楷船（秋） 春先楷船（二月頃） 
58（図版左下） （第 60 景）「蔵王巌」 （第 60 景）「蔵王嶽」 
94（図版左下） （第 89 景）「霧島西巌」 （第 89 景）「霧島西嶽」 
125（図④） 薩摩下人女之図 薩摩古へ女之図 
153（右段下から 2 行目） 下町の「山崎屋」 下町の「山崎店」 
154（左段上から 1 行目） 琉球物・現金売り・山

崎店 
琉球物・現金賣・山崎店 

154（注(5)） 新田宮など 6 点の挿絵 新田宮など多数の挿絵 
159（左段の小見出し 3 か

ら４行目） 
1662 年（寛文 2） 1663 年（寛文 3） 

162（参考文献、上から 5
番目） 

『沖縄関係学論集』4 『沖縄関係学研究会論

集』4 
163（右段の小見出し 2 か

ら 2 行目） 
島津斎）の菩提寺 島津忠良（日新斎）の菩

提寺 
176（下から 9 行目） 『沖縄関係学論集』4 『沖縄関係学研究会論

集』4 
 

（2018 年 5 月 31 日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本近世生活絵引』南九州編 正誤表 

 

     

 
頁 誤 正 
19（左段上から 7 行目） 秋派遣の船 夏派遣の船 
21（左段上から 12 行目） 魚賣の呼聲には 魚賣の呼聲は 
21（左段上から 13 行目） 市町のほとりに 市井のほとりに 
30（右段上から 4 行目） 春先楷船（秋） 春先楷船（二月頃） 
58（図版左下） （第 60 景）「蔵王巌」 （第 60 景）「蔵王嶽」 
94（図版左下） （第 89 景）「霧島西巌」 （第 89 景）「霧島西嶽」 
125（図④） 薩摩下人女之図 薩摩古へ女之図 
153（右段下から 2 行目） 下町の「山崎屋」 下町の「山崎店」 
154（左段上から 1 行目） 琉球物・現金売り・山

崎店 
琉球物・現金賣・山崎店 

154（注(5)） 新田宮など 6 点の挿絵 新田宮など多数の挿絵 
159（左段の小見出し 3 か

ら４行目） 
1662 年（寛文 2） 1663 年（寛文 3） 

162（参考文献、上から 5
番目） 

『沖縄関係学論集』4 『沖縄関係学研究会論

集』4 
163（右段の小見出し 2 か

ら 2 行目） 
島津斎）の菩提寺 島津忠良（日新斎）の菩

提寺 
176（下から 9 行目） 『沖縄関係学論集』4 『沖縄関係学研究会論

集』4 
 

（2018 年 5 月 31 日） 
 

 




